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「おはしも」を守り避難

消火器の使い方の模範実演

校庭へ避難，人員の確認

６年生が消火器使用の体験

11
月
13
日(

水)

3
校
時
に
火
災
想
定
の

避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
訓
練
に
は

南
三
陸
消
防
署
の
小
山
さ
ん
、
横
田
さ
ん
、

芳
賀
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
避
難
訓

練
の
指
導
と
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
活
動
と

し
て
6
年
生
の
消
火
活
動
訓
練
の
指
導
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
訓
練
の
講
評
で

は
、
児
童
が
「
お
は
し
も
」
の
約
束
を
守

り
、
訓
練
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
消
火
活

動
訓
練
で
は
、
「
消
火
器
の
噴
射
時
間

は
？
」
の
問
い
に
４
年
生
児
童
が
『
15
秒

で
す
。
』
と
答
え
ま
し
た
。
ま
た
、
「
消

火
器
は
何
㍍
噴
射
し
ま
す
か
？
」
に
は
、

6
年
生
児
童
が
『
３
メ
ー
ト
ル
で
す
。
』

と
答
え
ま
し
た
。
す
ぐ
、
正
答
を
出
し
た

こ
と
に
消
防
署
の
方
々
も
驚
き
、
防
災
学

習
の
成
果
が
表
れ
て
い
る
場
面
と
し
て
先

生
方
も
感
心
し
て
い
ま
し
た
。
消
火
訓
練

で
は
6
年
生
の
「
火
事
だ
あ
！
。
」
の
大

き
な
声
と
素
早
い
消
火
に
低
学
年
の
児
童

か
ら
『(

消
火
が)

早
い
！
』
の
声
が
あ
が

り
ま
し
た
。
6
年
生
全
児
童
が
貴
重
な
経

験
を
し
ま
し
た
。

令和元年度 防火標語

今回の避難訓練(火災想
定)では，南三陸消防署の
方においでいただき，学
校で立てた計画について
の疑問点などを直に聞い
ていただきました。その
場での質問にも丁寧に応
じていただきました。あ
りがとうございます。参
観していただいた感想の
一部を以下に，ご紹介い
たします。

「おはしも」を守り，訓練
にまじめに取り組んでい
た。
設備を使用した訓練は
実践的であるので続け
てほしい。
課題をもって訓練を行っ
ていた。先生方の防火
意識が高い。

以上のような感想の他
に，「(防火扉による)出
火区画の形成と避難の方
法」や「屋内消火栓の使
用と初期消火」など消防
用設備等を活用した訓練
を勧めていただきました。

10
月
30
日(

水)

8
時
30
分
に
学
校
を
出
発
し
て
、
１
年
生
が
童
子
山
の

阿
部
博
之
さ
ん
の
り
ん
ご
園
へ
り
ん
ご
の
収
穫
に
行
き
ま
し
た
。
入
谷
地

区
も
先
日
の
台
風
19
号
の
影
響
で
農
作
物
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
阿
部

さ
ん
に
よ
る
と
「
春
の
予
定
で
は
も
っ
と(

り
ん
ご
が)

収
穫
で
き
た
。
」

と
お
話
し
し
て
い
ま
し
た
。
元
気
な
１
年
生
と
り
ん
ご
の
収
穫
を
し
て
、

笑
顔
に
な
っ
て
く
れ
た
の
が
な
に
よ
り
で
す
。

被
害
に
は
遭
い
ま

し
た
が
、
自
然
の

恵
み
を
受
け
た
お

い
し
い
り
ん
ご
を

い
た
だ
け
る
こ
と

に
感
謝
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

今年度から入谷小学校では学校運営協議会が設置され，コミュニティ・スクールが進
められています。学校長から保護者・地域の皆さんに「学校運営の基本方針」が説明さ
れました。現在，入谷小学校型の組織によって進められていますが，文部科学省が推奨
する「学校」と「地域学校協働本部」が両輪となる組織には時間が必要とされます。上
の図は『地域学校協働活動』の活動概念図です。
コミュニティ・スクールは，学校と保護者や地域の皆さんがともに知恵を出し合い，

学校運営に意見を反映させることで，一緒に協働しながら子供たちの豊かな成長を支え
「地域とともにある学校づくり」を進める法律（地教行法第47条の6）に基づいた仕組
みです。
この仕組みを進めるにあたり，今回は『地域学校協働活動本部』について紹介いたし

ました。少しずつですがコミュニティ・スクールについて理解を深めていってほしいと
思います。

理解を深
めよう！
コミュニ
ティ・ス
クール


